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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２９年８月３１日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 浸水 

発生日時 平成２８年８月１９日 ２０時１０分ごろ 

発生場所 千葉県千葉港千葉第４区袖ケ浦ふ頭北西方沖 

袖ケ浦東京ガスシーバース灯から真方位００６°５６０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°２８.９′ 東経１３９°５８.２′） 

事故の概要  押船第二大神
だいしん

丸は、台船協立
きょうりつ

００１号を押航して東進中、協立０

０１号の船倉内に海水が流入し、浸水した。 

事故調査の経過 平成２８年８月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 押船 第二大神丸、１９トン 

２７０－４２８０２千葉、有限会社富士海運（船舶所有者、Ａ

社）、エムライン株式会社（船舶借入人） 

１１.８６ｍ（Lr）×４.７８ｍ×２.０３ｍ、鋼 

ディーゼル機関、３１６.３０kＷ、平成６年１月 

Ｂ 台船 協立００１号、２７６トン 

   なし、エムライン株式会社 

５５.５ｍ×１５.０ｍ×５.０ｍ、鋼 

機関なし、昭和５８年（建造） 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ 男性 ５６歳 

四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成２年１１月１４日 

   免 状 交 付 年 月 日  平成２８年３月３日 

免状有効期間満了日 平成３３年３月１８日 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風速 約１０.２m/s、視界 良好 

海象：波向 南西、波高 約０.８５ｍ 

千葉県南部君津地域には、８月１９日０４時４５分に波浪注意報が

発表され、本事故時も継続中であった。 

 事故の経過 

 

Ａ船は、船長Ａ及び甲板員（以下「甲板員Ａ」という。）が乗り組

み、京浜港横浜区大黒ふ頭で残土約１,８００ｔを積載したＢ船の船
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尾凹部に船首部を嵌合
かんごう

して押船列（以下「Ａ船押船列」という。）を

構成し、平成２８年８月１９日１５時１０分ごろ、千葉港千葉第４区

の袖ケ浦ふ頭に向け、法定灯火を表示して出港した。 

Ａ船押船列は、船長Ａが日没前にＢ船の船首方でしぶきが上がって

いるのを認めていたものの、東京湾アクアライン海ほたる灯の北西方

約１.０海里（Ｍ）沖を約４.０～４.３ノットの対地速力で北東進し

た後、袖ケ浦ふ頭北西方沖を東進した。 

甲板員Ａは、２０時００分ごろ、Ｂ船の船尾部が出航時より浮上し

ていることに気付き、船首部の辺りを見に行ったところ、船首部の乾

舷が約０.３～０.５ｍに減少していることを認め、船長Ａに報告し

た。 

船長Ａは、Ｂ船の状況を見ようとＢ船に乗り移って間もなくＢ船の

船首部が下がるのを感じてＡ船に戻り、甲板員ＡがＡ船に乗り移った

ところで、Ａ船とＢ船とを繋
つな

いでいたロープを切断した。 

船長Ａは、２０時１０分ごろ、Ｂ船の船尾部船底が水面上に浮き上

がり、Ｂ船の船首部から船倉内に海水が流入するのを認め、Ａ船を後

進させてＢ船から離した。 

Ｂ船は、船首部が海面下に沈み込んだ状態で南西方に漂流し、２０

日０２時３０分ごろ、Ａ社が手配したタグボートによりえい
．．

航され始

めたところ、左舷側に横転して船体が海底に着座した。 

Ｂ船は、本事故発生後、サルベージ会社により、９月１２日に着座

した状態から引き揚げられ、神奈川県横須賀市田浦港で排水して浮上

し、空船状態で浸水の有無を確認したが、浸水箇所を発見できず、後

日、廃船処理された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、付図２ Ｂ船の一般配置図、写真１ 

Ａ船、写真２ Ｂ船の船倉内船首部の状況（引揚げ後） 参照） 

 その他の事項 横浜地方気象台において、平成２８年８月１６日から１７日にかけ

て関東の東方海上から三陸沖に北上した台風７号に伴い、１６日に３

３.５mm、１７日の午前中に９.５mm及び１８日に４.５mmの降水量が

観測されていた。 

Ａ船押船列は、大黒ふ頭で８月７日からＢ船への積荷役を開始し、

１１日から１６日までお盆休みで中断した際、Ｂ船の船倉内に半載状

態であった残土が降雨に晒
さら

されていた。 

Ｂ船は、船倉内の内底板及び側壁に数か所の破口があり、船長Ａが

残土の積載中にポータブルの排水ポンプを使用して二重底区画に溜
た

ま

った雨水等を排出していた。 

Ｂ船は、８月１７日から積荷役を再開し、船首部にあるクレーンを

用いて横着けされたバージから残土を上甲板上約４～５ｍの高さまで

積載したものの、クレーンが届かない船首部（船首端から船尾方約１

０ｍの範囲）には崩れ落ちた残土があった。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C


- 3 - 

Ｂ船は、大黒ふ頭での積荷役を終了した際、喫水が船首尾共に約

３.８ｍであり、船首乾舷が約１.８ｍであった。 

船長Ａは、Ｂ船を押航中、Ａ船の操舵室から残土の山でＢ船の前部

甲板が死角となって見えない状況で操船しており、甲板員Ａから報告

を受けるまでＢ船の異変に気付かなかった。 

船長Ａは、過去に何回か、Ｂ船に積載した水分を含んだ残土の山が

船体動揺などで船倉の中央付近で割れて荷崩れすることを経験してい

たので、ふだん残土が水分を含んでいるときは満載状態まで積載して

いなかった。 

船長Ａは、本事故当時、ほぼ満載状態まで残土を積んでいたので、

航行中に船体動揺などで残土が船倉内の船首部空きスペースに崩落

し、Ｂ船が船首トリム（船首の喫水が船尾の喫水よりも大きい状態）

になったのではないか、その結果、二重底区画内の雨水等が船首部に

移動して船首トリムが増大し、残土の崩落が拡大するとともに海水が

流入する状況となったのではないかと本事故後に思った。 

土の安息角*1は約３０°から４５°の間である。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

 Ａ船押船列は、波高約０.８５ｍの波が生じている状況下、袖ケ浦

北西方沖を東進中、Ｂ船が船首トリムとなったことから、船首部から

船倉内に海水が流入（浸水）したものと考えられる。 

 Ｂ船は、船倉内に積載した残土が航海中の船体動揺などにより船倉

内の船首部空きスペースに崩落し、船首トリムになった可能性がある

と考えられる。 

 Ｂ船は、船倉内の内底板及び側壁に数か所の破口があったこと、及

び荷役中に降水があったことから、残土の崩落により船首トリムとな

った際、二重底区画内の雨水等が船首部に移動して船首トリムが増加

し、残土の崩落が拡大した可能性があると考えられるが、その状況を

明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船押船列が、波高約０.８５ｍの波が生じてい

る状況下、袖ケ浦北西方沖を東進中、Ｂ船が船首トリムとなったた

め、船首部から船倉内に海水が流入（浸水）したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

                             
*1
 「安息角」とは、土（岩石片や砂など）や粉粒体（石炭粉など）を積み上げたときに自発的に、崩れることなく

安定を保つ斜面の最大角度をいい、限界安息角ともいう。 

安息角は、粒子の大きさと粒子の角の丸みや形状により決まり、その最大角度を超えると斜面では荷崩れが発生

する。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A9%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A0%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B2%89%E7%B2%92%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B2%89%E7%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%9C%E9%9D%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A7%92%E5%BA%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B2%92%E5%AD%90


- 4 - 

・輸送の安全を確保する対策を検討することが望ましい。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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付図２ Ｂ船の一般配置図 

 

 
 

 

 

写真１ Ａ船     写真２ Ｂ船の船倉内船首部の状況（引揚げ後） 
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